



































学科 3 年次生 24 名中，同意が得られた学
生のレポート 24 枚
学生が提出したレポートは，A4 サイズ
1 枚で 1600 字程度とした。
レポートのテーマは「私が考える継続看
護とは」である。



















































































































































































































































































生の前期の，基礎看護学実習 Ⅱで 2 週間，1 事例もしく
は 2 事例の受け持ち患者の看護を展開する。その後，3 年
次生で，継続看護の講義を履修し継続看護の視点から紙
面上の事例で 1-2 事例を展開する。一方で，基礎看護学実
習 Ⅱでの 2 週間の病院実習の経験だけでは，1 年後の紙
面上の事例に置き換えて考えたとき，具体化した看護計
画を立てることは難しい現状がある。
今後の課題として，学生が在宅移行を見据えた看護の
提供の視点を考えやすいように，退院移行に焦点を当て
た小児・成人・老年の事例数を増やし，ライフサイクル
に沿った支援方法を教授する必要がある。さらに，より
学生が継続看護を実感しながら学びを深めるためには，ロ
ールプレイングなどを用いて具体的にイメージをしやす
いような教授方法を検討する必要性が示唆された。
以上より，3 年次に導入した継続看護論を履修した学生
は，授業目標に沿った学びが抽出され，到達目標に達し
ていることが明らかとなった。今後，さらに 3 年次後期
から 4 年次にかけて行われる臨床実習に活かせるように
教授していきたい。
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